
東金町七丁目公園(仮称）
第一回事業説明会

令和4年 12月15日
葛飾区都市整備部公園課



1.事業概要

■公園概要
公園名称：東金町七丁目公園（仮称）
所在地 ：東京都葛飾区東金町七丁目27番
公園面積：2057.2㎡

■事業の目的
東金町七丁目公園（仮称）において、地域の核となる公園及び防災活動拠点としての

公園を整備を行う（令和4年度は基本設計）

■説明会概要

第一回事業説明会
令和4年12月

事業概要、計画案の説明
意見交換

第一回事業説明会
令和4年12月

事業概要、計画案の説明
意見交換

第二回事業説明会
令和5年2月頃

前回の意見を踏まえた計画案の説明
意見交換

第二回事業説明会
令和5年2月頃

前回の意見を踏まえた計画案の説明
意見交換

※第二回事業説明会は、第一回事業説明会の意見を踏まえた計画案の説明を予定しておりましたが、
第一回事業説明会の計画案で合意が図られたため開催を見送ります。
ご意見やご不明な点がございましたら、下記担当までご連絡下さい。
葛飾区都市整備部公園課建設係 連絡先：03-3695-8385 担当：石渡



2.計画地の状況

桜堤が近接
水元公園に続く

消防団小屋

③堤体方向に上る道路

④北面は宅地と消防団小屋

⑤交差点付近に切り下げ

⑥南面は水路となっている

防護柵

歩道

②旧東金町排水場

①⻄面は歩道と防護柵がある

旧東金町排水場
(R5年度撤去工事予定)

（宅地）

（宅地）

北側は
住宅地に隣接する



3.周辺都市施設

地図出典：googleマップより



4.整備に向けた課題

①計画地の立地状況から見た課題
・平坦な地形、広がりを活かした整備
・道路に面している状況から、飛び出し等の安全面に配慮
・住宅地が近接しており、プライバシーの確保等に配慮

➁計画地周辺の概況から見た課題
・近隣の宅地（住居）居住者の利用が中心になることを考慮
・少子高齢化を意識し、子どもの利用だけではなく多世代の利用を考慮

④その他、区の方針、地域の要望等から見た課題
・盆踊り・防災訓練・こども広場（遊び場）としての機能を考慮
・公園の利用状況により夜間閉鎖を行うことがあるが、

公園閉鎖後も駐輪場とトイレについては利用が出来るよう考慮

➂公共空間の配置状況から見た課題
・都立水元公園や河川敷等、が近接するが、地域で利用可能な貴重なオープンスペースであることを考慮
・近隣の児童遊園（半径500ｍを目安）の施設内容を考慮
・地域の防災活動拠点として整備



5.整備方針

１. 近隣の住⺠の交流によって、地域らしさや⽂化を醸成できる場
• 日常の様々な利⽤や、盆踊りなどのイベントを通じて地域住⺠の交流の場となり、地域らしさを育み

次世代に伝承していける場

基本的な考え方

《コンセプト案》
地域の拠り所となる、交流と集いと防災の場づくり

《コンセプト案》
地域の拠り所となる、交流と集いと防災の場づくり

２.心身共に健康的で、潤いのあるライフスタイルに資する場
• 子どもから高齢者までの多世代の利⽤、近年増加しつつある在宅ワークの方の休息など、様々な活動

を通して、あらゆる世代の人々の身体的、精神的な健康を与える場

３. 地域の拠り所となる安心・安全なまちづくりに資する場
• 日常的な利⽤はもちろん、災害時には防災活動拠点としての機能をもつ施設の整備



6.計画案（ゾーニング）

トイレ
男子⽤トイレ：大1小1
女子⽤トイレ：大1
ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘー トイレ：1

駐輪場

隣接地に配慮
バッファー、静的利⽤

地形を活かした広場空間
動的利⽤を中心とする

遊具エリア
樹木等により
安全確保

変形の敷地形状
宅地が近接しない
事からトイレ等
の施設

夜間公園閉鎖時も
利⽤可能にする。

消防団小屋（宅地）

（宅地）



7.計画案（施設配置）

北側
近隣住宅に配慮した施設

広場、遊具エリアの空間
パーゴラでエリア分けし、幼児
等年齢層の違う利⽤者の安全を
確保
広場、遊具エリア両方から
パーゴラを利⽤できるよう
利便性にも配慮
多目的広場側には防球ネットを
設置する

トイレ、駐輪場
公園閉鎖の場合にも
利⽤可能とする。

防球ネット

フェンス

防災井⼾
手押しポンプ

マンホールトイレ

案内板兼掲示板
(カスリーン台風の情報掲示)

駐輪場
トイレ

防災倉庫 災害時分電盤

防災洗い場
防災パーゴラ

遊具エリア

ベンチ

ベンチ

多目的広場

健康遊具 駐輪場

かまどベンチ

消防団小屋（宅地）

（宅地）

防火⽤貯水槽



8.導入施設のイメージ（遊具）

周辺の公園の整備状況を考慮して導入の検討をいたします。

幼児の利用する複合遊具やスイング遊具、ブランコ等を考えています。

複合遊具

スイング遊具

ブランコ



9.導入施設のイメージ（健康遊具）

多世代の方が安全に楽しめるもの、周辺の公園の整備状況を考慮して導入を検討いたします。

ストレッチのような静的な運動から、スポーツ的な動きのものなど数種を検討しています。

腰ひねり

ステップ
踏み台昇降

ビームラン
平均台,反復横跳び



10.導入施設のイメージ（防災施設）

下記のような施設の導入を検討します。

防火用貯水槽



11.導入施設のイメージ（防球ネット、フェンス）

多目的広場の周りは防球ネット、その他は一般的な囲いを検討します。

フェンス（高さ1.8ｍ）

防球ネットと門扉（高さ6ｍ）

防球ネット
フェンス



12.導入施設のイメージ（その他施設）

下記のような施設を検討します。

■水飲み

■トイレ

■駐輪場

■ベンチ

■時計



13.植栽イメージ

季節感のある花木,緑陰を生む常緑樹を選定します。

高木 低木



14.事業スケジュール

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

・基本設計

公園の施設配置や
形状等の設計を行
う

・排水場撤去工事
・実施設計

安全性や機能性の
面から詳細の設計
を行う

・整備工事

公園の整備工事を
行う

・開園

現段階のスケジュールです。状況によっては変更になる可能性があります。


